












































































































現している（『GOOD DESIGN HOTEL』, pp.6-9）。




















































至 っ て い る。 ま た、EDITION は Extraordinary Style & Exceptional Service、AUTOGRAPH 





称した特集を組んでいる。海と田んぼに囲まれた香川県豊島のウミトタ（2018 年 4 月開業、1 室のみ, 
pp.26-33）や、JLL も取り上げた、テイクアンドギヴ・ニーズの創業者である野尻佳孝による、社会と
のつながりを示す「ソーシャライジング」をコンセプトに掲げる TRUNK HOTEL（2017 年 5 月開業、











含め、図表 1 のとおり 14 ブランドを傘下におさめている。 
canopy by ilto






は、2018 年現在、地域ブランドも含め、図表 2 の 14 ブランドを持っている。 
このうち、以下の 3 つのブランドは、ライフスタイル・ホテルに近いものであると考えられる。 





図表 1 ヒルトンのブランド一覧 
 
出典：同社 HP：https://jobs.hilton.com/our-brands/index.php?language=ja-JP（2019 年 11 月 1 日アクセス） 
図表 2 インターコンチネンタルのブランド一覧 
 

































（以下、「マリオット」という）は、図表 3 に見られるように 29 ものブランドを持っている。ライフス
タイル・ホテルに類すると思われるものも複数あるが、特筆すべきは 2016 年買収した「スターウッド・
ホテルズ＆リゾーツ・ワールドワイド」（以下、「スターウッド」という）が開発した W の存在であろう。 
W は、1998 年にスターウッドがウェスティン・ホテルズ&リゾーツと ITT シェラトン・コーポレー
ションを買収したのち、初の自社開発ブランドとしてニューヨークに開業させたものである。開業当初
からデザイン性の高さや独特なコンセプトで話題となっていた。2018 年現在では全世界に 56 軒を数え
るに至っている。また、EDITION は”Extraordinary Style & Exceptional Service、AUTOGRAPH 














図表 3 マリオットのブランド一覧 
 
出典：同社 HP：https://www.marriott.co.jp/marriott/ 
図表 4 ハイアットのブランド一覧 
 













でかつ都市を代表するホテルとしてGrand Hyatt New York（客室数1,407室）、Atlanta Marriott 
Marquis（客室数1,674室）、New York Marriott Marquis（客室数1,887室）などが挙げられる。
しかし、一方でこうした施設とは異なる方向性のホテルが1980年代後半以降に出現してきた。やや客
室数を絞りつつ、デザイン性を持たせたり、レストランに特徴を打ち出したりしたもので、同書では、
サンフランシスコのCampton Place（現在はTaj Hotels Resorts & Palaces系列のTaj Campton Place）





□Park Hyatt Washington, DC（同：225室）
□Vista International Hotel Washington, DC（同：398室）
□J. W. Marriott Hotel（同：773室）
■Tha Palmer House & Towers （シカゴ：1,600室）
□Marriott Suites Chicago O’hare（シカゴ：256室）
■The Drake（シカゴ：535室）
□Boston Marriott Copley Place（ボストン1,147室）
■The Waldorf=Astoria & Towers（ニューヨーク：1,525室）
■Hotel Inter-Continental New York（同：692室）
□Grand Hyatt New York（同：1,407室）
□Vista International Hotel New York（同：829室）
□New York Marriott Marquis（ニューヨーク：1,887室）
□Four Seasons Hotel Philadelphia（フィラデルフィア：377室）
□Atlanta Marriott Marquis（アトランタ：1,674室）
□Hotel Meridien New Orleans（ニューオーリンズ：505室）
■Campton Place Hotel（サンフランシスコ：126室）
□Mandarin Oriental San Francisco（サンフランシスコ：160室）
■Checkers Hotel（ロサンザルス：190室）





























□Boston Marriott Copley Place（ボストン 1,147 室） 
■The Waldorf=Astoria & Towers（ニューヨーク：1,525 室） 
■Hotel Inter-Continental New York（同：692 室） 
□Grand Hyatt New York（同：1,407 室） 
□Vista International Hotel New York（同：829 室） 
□New York Marriott Marquis（ニューヨーク：1,887 室） 
□Four Seasons Hotel Philadelphia（フィラデルフィア：377 室） 
□Atlanta Marriott Marquis（アトランタ：1,674 室） 
□Hotel Meridien New Orleans（ニューオーリンズ：505 室） 
■Campton Place Hotel（サンフランシスコ：126 室） 
□Mandarin Oriental San Francisco（サンフランシスコ：160 室） 
■Checkers Hotel（ロサンザルス：190 室） 





このことから、1980 年代頃の米国では、「大規模かつ高級」と「小規模かつ低価格」の 2 分類、ある












ィ・プール」の考案と、Aman Resors の設計者の多くがバワの系譜と （pp.33-34
バ Lunuganga No.11 The Blue ater 1 者撮影）、
Heritance Kandalama（写真 2）、Heritance Ahungalla（写真 3）、Jetwing Lighthouse（写真 4）など
が挙げられ、いずれもスリランカの自然との調和を意識したホテルとなっている。 
写真 1 The Blue Water 
 




写真 3 Heritance Ahungalla 
 


































































































































ーはここで、SRI コンサルティング・ビジネス・インテリジェンス（SRIC-BI）による VALS（Values and 
Lifestyles：価値観とライフスタイル）の枠組みを紹介している。資源に恵まれた集団と、そうでない































内 で 出 店 続 く「 ラ イ フ ス タ イ ル ホ テ ル 」 増 加 の 理 由（2018.04.26）」：http://insights.jlljapan.jp/
post/173311639766/ より（2019年8月1日アクセス）。
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